
［成果情報名］施設共同利用型高品質カンキツ生産方式「団地型マルドリ方式」

［要約］複数の生産者が水源、液肥混入システム等を共同利用する「団地型マルドリ方式」

は、コストを削減できるうえ、技術的リーダーがかん水や液肥の利用方針を示すことによ

って参画者の技術習得が促進されるため、技術普及による産地ブランド化に活用できる。
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［背景・ねらい］

高品質カンキツ栽培技術の１つであり、マルチの下に点滴チューブを敷設するマルドリ

方式の導入には、初期投資や技術習得が懸念材料となっている。この対応策の１つは、施

設を共同利用することである。香川県観音寺市Ｋ組合では、事業導入によって水源から

の導水、点滴かん水施設や園内道が整備されたことを受け、大型の液肥混入器、液肥タン

クを設置し、共同利用する「団地型マルドリ方式」を開発し、実践している。マルドリ方

式の面的普及による産地ブランド化を図るため、この取り組みに基づき、本方式の特徴

と管理・運用方法を整理し、他地域で取り組む際に応用可能な情報を提供する。

［成果の内容・特徴］

１．「団地型マルドリ方式」は、複数の生産者が水源、液肥混入システム等を共同利用す

ることによって、参画者がマルドリ方式に取り組めるようにする仕組みである。

２．実施例では、12戸の生産者が参画し、約2.3ha、36筆の園地で大型の液肥混入器（最

大流量：133.3L/分）、液肥タンク（3,000L）を共同利用する構造としている（図１）。

団地化された園地に導入されたため、送水管が効率的に設置されている。また、水圧の

関係から、園地を20程度のグループに分け、毎日、２日１巡、３日１巡のかん水ローテ

ーションの設定によって、農業用水の効率的利用と栽培管理の適正化を図っている。

３．液肥混入システム部分については、各園地36筆にそれぞれ小型の施設を設置する場合

（Ａ）に比べ、実施例（Ｂ）ではその52％のコストで済む（表１）。

４．「団地型マルドリ方式」の管理・運営方法の要点は次の５点である。

１）マルドリ方式の特徴を理解し、関連施設を操作、管理できるうえに、かん水と液肥

を適切に制御することにより高品質果実を生産できる技術的リーダーが必要である。

２）技術的リーダーがかん水ローテーションや液肥の利用期間（Ｋ組合は主力品種「石

地」「青島温州」に準拠）を指示する。これにより、参画者の円滑な技術習得を促す。

３）液肥利用に制約があるため、主力品種以外では補完的な作業（液肥の葉面散布など）

を実施したり、個別の施設（図１の中晩柑用液肥混入器）を設置する必要がある。

４）施設の利用と栽培管理のために、迅速に情報伝達できる連絡体制を整備する。

５）共用施設の経費負担方法（Ｋ組合は面積で等分）と会計処理業務を確立（口座引

き落としなど）する。

５．参画者へのアンケート調査から、６割以上の園地における品質向上効果（図２）や、

「共同意識が高まり、園地がきれいになっている」などの生産者間の関係補強効果が認

められる。また、導入後４年で約2.3haのうち1/3が貸借によって担い手に集積している。

［成果の活用面・留意点］

１．普及対象は、国内のカンキツ生産者。

２．三重県、山口県、福岡県のカンキツ産地でおよそ50ha普及見込み。

３．マニュアルは近中四農研Webの「技術情報マニュアル」からダウンロードできる。関

連技術情報は、マルドリ方式普及連絡会"http://marudori.ac.affrc.go.jp/"で随時公開予定。
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図１ Ｋ組合の園地とマルドリ方式関連施設の設置状況

注）それぞれの園地を生産者別に色で塗り分けしている。

表１ Ｋ組合をモデルケースとした「団地型マルドリ方式」導入による低コスト化の程度

注：1)液肥混合器の「大」「小」それぞれの最大流量は133.3L/分、41.7L/分である。

2)「Ｃ」は、品種の統一などによって、個別で施設を導入しなくても済む場合を想定したケースであ

図２ Ｋ組合におけるカンキツ類の品質の変化

に関する生産者の評価

～共同利用施設導入前と比較して～

注1)園地一筆を単位として集計しているが、１園地で複
数の品種が栽培されている場合は、これを細分化し、
１園地として取り扱っている。

2)マルチを敷設するかどうかは、各生産者の判断に委
ねられているが、当該地区のほとんどにマルチは敷設
されてる。ただし、２年目で評価が悪かったものの多
くは、マルチを敷設していなかったウンシュウミカン
であり、当該年の多雨が影響したと考えられる。

（千円）

単価 数量 小計 単価 数量 小計 単価 数量 小計
液肥混入器(大) 180 1 180 180 1 180
液肥混入器(小) 70 36 2,520 70 5 350 - - -
液肥タンク(3kL) - - - 300 1 300 300 1 300
液肥タンク(200L) 15 36 540 15 5 75 - - -
電磁弁 18 36 648 18 36 648 18 36 648
個別フィルタ 14 36 504 14 36 504 14 36 504
共用フィルタ - - - 120 1 120 120 1 120
合計 4,212 2,177 1,752
10a当たり 183 95 76
(対Ａ比率) (52%) (42%)

Ａ：個別に施設を設置した場合
Ｂ：団地型マルドリ方式で，中晩柑
類用に個別に液肥混入器と液肥タン
クを５つ設置した場合(Ｋ組合仕様)

Ｃ：団地型マルドリ方式で，個別の
施設を設置しない場合


